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テーマ： 「実家の相続に関する意識調査」

持家市場が苦戦する中で、都市型住宅で存在感のある旭化成ホームズのキャンペーン「実家のこれ

から」相談会が話題になっている。「実家の相続」をキーワードとして、単なる二世帯住宅や建て替え

需要を顕在化させる手法から、住み替え売却、資産活用まで顧客の視点から多様な選択肢を提案し

ている。

１． 年度 ～ 月期の住宅着工は前年比マイナス ％

～ 月の新設住宅着工戸数の需要別の動向を見ると、新設住宅合計でマイナス ％、持家需要マイナス

％、貸家需要はマイナス ％、分譲需要はマイナス ％とすべての需要でマイナスに転じた。これは首

都圏における分譲マンションの落ち込み、貸家需要がなかなか回復しないことが大きな要因と考えられる。

住宅会社各社にとっては、今まで持ち家市場を

補完してきた賃貸需要が低迷する中で、メイン市

場である持ち家需要の掘り起こしが課題になって

いる。

この夏の各社のキャンペーンを見ると、積水ハウ

スは「プランニングカフェ 設計相談会」と恒例の

「住まいの参観日」の展開。住友林業は「夏の家

設計相談会」、セキスイハイムは新商品「新型パ

ルフェ発表会」で集客を図っている。

しかし、住団連の「住宅業況調査（第一回 月調

査）」の結果では、展示場来場者や引き合い増加

を示す指数は前年を大きく下回っている。

また、経営者の景況判断調査（第二回 月調査）

の 月から 月の見通しにおいても「消費増税に

よる駆け込みが徐々に発生してくる時期であり、

顧客の動きも活発化してくると思われる」という楽観的な声も聴かれるが、反面「戸数アップは期待できず、

、二世帯住宅などの単価アップに期待」との声もあり、量的拡大といった成果に結びつかないのが現状の

ようだ。

そんな中で、戦略的なマーケティングに定評のある旭化成ホームズのキャンペーンテーマが話題になっ

ている。同社は、首都圏を中心とした大都市圏にターゲット市場を限定し、 会場に複数出展するドミナン

ト展示場戦略や、二世帯住宅、三階建て住宅、賃貸併用型、 子供を持たない共働き世帯 など

新しい住まい方の提案するすることで需要拡大を図ってきた。

今回は「実家と相続」という古くて新しいテーマを取り上げ、生活者調査「実家の相続に関する意識調査」

に基づいたキャンペーンを展開している。 月の受注速報はまだ公表されていないが、関係者の間で話

題になっている。
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千葉豪雨の復旧に中東情勢が牙をむく  建て直しの値上がり分は補償の対象外

　令和 8年の 8、9月と千葉豪雨の発生によって
上棟段階の現場が浸水するという出来事がありま
した。基礎と土台木材の間に施工されている通気
パッキンから水が流れ込んだ形ですが、木材への
被害もあるといいます。

　こうした
際に使える
のが、建築
中の被災に
よる損失を
カバーする
「建設工事
保険」です
が、現場か
らは「どこ

まで補償されるのか」という声が挙がっていまし
た。その背景には中東情勢による建築費用の値上
がりがあります。
　情報提供を得た浸水物件は 7月着工の物件で、
注文の戸建て住宅です。使用している建材は昨年
時点の単価で建築を進めました。よって、中東情
勢による建材の値上げはこの物件を直撃していま
せん。
　しかし、浸水によって建て直しが発生する場合
は中東情勢による値上げを反映した建材価格で建
築する必要があります。つまり、請負契約時の見
積金額と比べて大幅に建築価格が上昇する見込み
です。
　建て直しは、建売の場合、発生しないケースが
多いです。建売は工務店の所有物件
であり、消毒など引き渡しのために
必要な手続きを経た証明ができれば
販売できるためです。しかし、注文
住宅の場合は施主からの完全請負と
なるため、施主の意向が強く働きま
す。泥まみれになった建材は乾燥さ

せたとしても「使ってほしくない」という声があ
れば、建て直しが視野に入ってきます。
　これについて、保険代理店の担当者に取材しま
した。建設工事保険で支払われる金額は一部特約
を除いて、基本的に「請負契約時の見積もり金額」
がベースになります。よって、中東情勢後に跳ね
上がった資材価格と、前年の単価で建築した費用
の差額は支払われない可能性が高いです。
　しかし一部、一般的な木造 2階建て住宅にも適
用できる、物価上昇時に負担を一部軽減できる特
約も存在するため、加入している保険内容の確認
が重要となります。
　さて、増加した費用の差額を誰が負担するかに
ついてですが、これは工務店と施主の間で交わす
「工事請負契約約款」の内容によります。不可抗
力の損害による値上がり分は施主の負担になる可
能性が高いですが、実務上は工務店の持ち出しと
なる可能性が高いです。
　また、建て直しによって発生した工期遅延によ
る施主の仮住まい費用や遅延損害金は建設工事保
険の対象外となります。工事遅延による賠償は「賠
償保険」の領域ではあるものの、特約がなければ
支払われない上、自然災害による復旧工事の遅延
損害金は支払われません。
　よって、今回のような自然災害による遅延は、
施主と工務店との話し合いに委ねられているのが
現状です。今後に備え、工務店側は特約の確認と、
災害時における施主との協議の方針を整えておく
必要があります。

● 今後に向けた工務店の対応策 ●
1. 保険内容の見直し： 現在加入している保険の特約を確認。
2. 工事請負約款の再確認： 自然災害などの不可抗力時における増額費用の負担
ルールを事前に整理しておく。
3. 施主と協議する方針の標準化： 自然災害に伴う対応、費用分担について、あ
らかじめ判断基準を決めておく。

出典：国土交通省関東地方整備局
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古い木造住宅の倒壊が多発　熊本地震の現地被害調査

　令和 8年 7月 28日、熊本県熊本地方を震源と
して発生したマグニチュード 7.1 の地震により、
最大震度 7を観測した熊本県宇城市や氷川町、お
よび八代市において、木造建築物の現地被害調査
が行われました。
　国土技術政策総合研究所と建築研究所が実施し
たこの調査により、被災地域における木造住宅や
関連施設の被害状況と、その要因の傾向が明らか
になりました。
　調査結果によると、建物の被害の程度は築年数
や構造の特徴によって明確に分かれています。特

に築年数が概ね
45 年を超える
木造住宅や納屋
などの倒壊が多
数確認されまし
た。
　これら倒壊し
た古い建物に
は、重い瓦屋根
に対して柱や壁
の接合部が釘留

めのみの筋かい壁で構成されているものや、店舗
や社寺のように建物の正面に開口部が多い構造と
いった共通点が見られました。また、長年使用さ
れていない空き家が倒壊している事例も確認され
ました。
　これに対し、築年数が比較的浅い建物では、外
観上の大きな被害はほとんど見られず、被害は軽
微なものにとどまっていました。ただし、外観に
異常はなくても、室内の壁紙（内装クロス）にひ
び割れなどの被害が生じている住宅も存在しまし
た。
　さらに、今回は日奈久断層のズレに起因する地
盤の沈下や変形によって、住宅が大きく傾斜した
り、建物の角にある基礎の下から地盤が流出して
基礎が露出したりする特徴的な被害も報告されて
います。
　この現地調査は、地震発生直後の 7月 31日と
8月1日の2日間にわたって実施されたものです。
調査を行ったグループは今後、さらに詳細な情報
を把握するための追加調査を行うとともに、建物
の建築年代や構造上の特徴と被害との関連性につ
いて詳細な要因分析を進めていく予定です。

令和 8 年熊本地震、発災当初の
現地の様子（写真提供：徳永産
業㈱）

　日本で発生する自然災害による被害。その発生
件数は「台風」が 57.1％と最も多く、次いで「地
震」、「洪水」と続いています。被害額は被害が広
大かつ甚大であることから「地震」が 8割超を占
めているが、台風に対する対策も欠かせないこと
が分かります。（左表は中小企業庁より引用）

資料：ルーバン・カトリック大学疫学研究所災害データベース (EM-DAT) より中小企業庁作
成 ,( 注 )1.1985 年～ 2018 年の自然災害による被害額を集計している。,2.2018 年 12 月時点
でのデータを用いて集計している。,3.EM-DAT では ｢死者が 10 人以上｣、｢被災者が 100 人
以上｣、｢緊急事態宣言の発令｣、｢国際救援の要請｣ のいずれかに該当する事象を「災害」とて
登録している。

激甚化する風水害から住まいを守る　窓の防災対策とシャッターの重要性

　近年頻発する千葉豪雨をはじめとする甚大な気
象災害において、激しい暴風や強烈な突風がもた
らす建物への被害が深刻な社会問題となっていま
す。
　中でも住宅や店舗の開口部である窓ガラスは、
暴風圧そのものや飛来物の直撃によって容易に破
壊されやすく、いったんガラスが割れてしまうと

室内に大量の雨風や危険な破片が吹き込み、生活
空間の崩壊や二次災害を招く大きな要因となりま
す。
　そのため、予測不能な自然の猛威から居住空間
や財産を守り抜くためには、開口部に対する物理
的かつ効果的な防護策をあらかじめ講じておくこ
とが極めて重要です。



Report

－ 3－

　コロナ禍以降続くインフレの中で、住宅建築費
用は高額化しています。かつてのデフレ型経営に
よる安売り手法では限界が生じており、工務店が
生き残るためにはインフレ時代の価格設定でも受
注できる「高付加価値提案」が不可欠です。
　また、25年の法改正を経て高断熱・高気密が
標準仕様となりつつあるいま、性能だけで他社と
の差別化を図るのは難しいです。一方で、倒産・
廃業など撤退組の増加に伴い、集客の対象となる
施主の母数には一定の期待が持てます。
　こうした中、集客を契約に結びつけるには「見
込み客の困りごとにフォーカスした新ラインナッ
プ」が重要となります。例えば、居室ごとの温度
差を軽減する全館空調システムや、聴覚に敏感な
住まい手を外部環境やテレワーク化による音漏れ
から守る防音・遮音性能、あるいは化学物質など
に敏感な体質へ配慮した自然素材を採用するなど
の取り組みです。
　施主が日々感じている暮らしのマイナス要因が

打ち消せるこだわり
の提案は、他の工務
店に代替できない付
加価値を生む一助と
なります。
　こうした「こだわ
りの提案」を具現化
するアイテムのひと
つとして、メーカー
による建材・副資材
のOEMやカスタム
メイドが挙げられま
す。比較的高価格に
なりやすい傾向はあ
るものの、工務店の
社名を冠した製品と

して施主にアピールできるケースがあります。
　フルオーダーの注文住宅の世界で施主の要望に
沿った住まいを作るのであれば、建材・副資材も
オーダー仕様にするという方法は、自社のこだわ
りを証明する有効な手段となります。こうした独
自の取り組みは、強力なブランディング手法とし
ても一歩抜きん出る存在となるでしょう。
　横並びの提案や安売り競争から抜け出すには、
「うちの会社はここまでやっている」と言い切れ
る裏付けが必要です。細部にまで自社のブランド
コンセプトに則ったこだわりを行き渡らせること
が結果的に他社が真似できない特徴を作り、それ
が代替できない「高付加価値提案」へとつながり
ます。

　このような不測の事態から住まいを守る有効な
備えとして、窓や開口部を強固に覆うシャッター
の存在と活用が注目されています。
　シャッターを適切に設置または閉鎖することに
より、飛来物が直接ガラスに衝突するリスクを大
幅に軽減し、暴風の吹き込みを防ぎながら建物の
安全性を高めることができます。
　また、既存の住宅や店舗においても、日頃から

シャッターの作動状況や可動部の点検を行ってお
くことが、いざという時の確実な作動につながり
ます。
　激甚化する風水害に備え、住まいの総合的な防
災性能を見直すこの機会に、開口部の安全性を高
めるシャッターの導入や日常的な活用を前向きに
検討することが求められています。

高額でも契約率向上　脱・デフレ型差別化戦略

リーマン・ショック後から
木造住宅の建設コストは上
昇しつづけ、コロナ禍で拍
車がかかった

建設費のコスト推移を示す建設工事費デフレー
ター（木造住宅・2020 年度基準）／出典：国土
交通省（「できごと」は日本住宅新聞が作成）
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キタケイの提供する２つのプライベートブランド
環境・ぬくもり・素材をテーマとした各種住宅資材 “ スプロートユニバーサル ”
天然木にこだわったフローリングや壁材 “ リラクシングウッド ”
企画・製造から販売までトータルにプロデュース、心からご満足いただける住まいづくりを
バックアップします。

ｗｗｗ．ｓｐｒｏｕｔ－ｕｎｉｖ．ｃｏｍ

ｗｗｗ．ｒｅｌａｘｓｓｉｎｇｗｏｏｄ．ｃｏｍ

KITAKEI－Report No.２０６ Ｏｃｔｏｂｅｒ ２０２６ 発行：北恵株式会社

北恵だからできる。企画・製造・販売までトータルプロデュース。

抗ウイルス・抗菌加工フローリング
ウイルスガードコートシリーズ
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